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≪今朝の聖書から≫先週の続きです。
出会った弟子たちは、トマスが経験したように
たちに変えられていました。主イエスは、実にこ
残されたのです。他には何物をもこの地上に残さ
た。以前にもみましたが、亡骸さえ、当然残され
弟子たちの魂に教えを残されたのです。それは教会
ためでした。イエス様はそのように期待をされ
の弟子たちに期待をされました。ペテロに“ヨハネ
よ、私を愛するか”と三度もきかれます。質問さ
ンは、ペテロ（自分）が三度も“イエスなどは
と言ったことを思い出したかもしれません。三度
をされたのち、“私の羊を飼いなさい”と命令を
令ですが、これは期待でもあり委ねられることも
す。誰でもそうですが、大切なことは、もっとも
い人に委ねます。また期待をします。私たちは、
れている、任されている、ということが確認で
に恵まれているということを、まず思い出すべ
対に“誰にも、何も期待されていない”と自分の
時、恵まれているとは言えないのです。教会も
待されていますから、絶えることなく、私たちを
です。18節以降、期待された者たちに、“備え
呼びかけられます。私たちは元気な時には“自分
自由に決める”と思っています。聖書に若い時と
のことではなく“自分でできる時”という意味
なったらそれができないのです。19節で“栄光
について語られています。神様から力を頂き続
の答えでしょう。学べる時に学ぶ、聖書が読め
若い時にそのような備えをしたいものです。弱く
困難なことが沢山できるからです。教会の建設を
たイエス様は、やがて彼らに御霊をもって臨ま
節でペテロが“この人はどうなのですか”と質問
ヨハネのことだと考えるとよく分かります。“こ
も”というのは、比較の問題ではなく“ひたす
でしょう。弟子たちの中でいちばん、という意味
いけないと、仰っているのです。ただ“あなた
と問いかけておられるのでしょう。ヨハネについ
節で、イエス様ならこう語られるでしょうと、ヨハネ
証されています。 
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